





    

    女の人の「毒」


    

    作者：karinomaki

    


    

    概要：上辺がきれいな人の内面

    




    









    怖い人
    私は女の人の毒をいやというほど見てきました。どうしてこんなに信じていた人が、こんなにも汚かったのだろうと。それは、恐怖でしかありません。ホラーです。













    離れていても好きな人
    私には、大好きな人がいます。友達にもいました。しかし、二人ともその人とは離れていました。友達はストーカーになり、私は離れても心で想い、つながるという選択肢をとりました。













    私の心は、空を飛ぶ
    離れてもいい、心で想っていればいい、自分は自分の生き方を一人で貫こうと思っているうちに、奇跡が起こりました。その人と、心がつながり、結ばれたのです。


一方の、友達は、毎日家を見に行くという、ストーカー行為を続けていました。













    信じない人と信じる私
    どうして、自分自身の生き方を求めないで、好きな人を頼る女の人が多いのでしょう。


でも、私は友達を励まし続けました。心はその人とつながっているんだから、この世では結ばれなくてもいいじゃない、と。でも。友達は、「心がつながっている」という言葉を一切信じず、ストーカーを続けました。一時は逮捕寸前までいきました。


 


心がつながっているとは、どういうことなのでしょう。自分の強さ、生き方を磨けば、・・・頼ることばかり考えずに強くなろうとすれば、その信念は天から降りてくるものではありませんか？私はそれを超能力と思っています。













    決定打
    友達は、仏さまのような人でした。仏さまに失礼ですが、私はそう思っていました。困ったときはいつも助けてくれました。しかし、その友達が豹変するところを、私は見てしまいました。般若のようでした。













    男友達
    私に、男性の友人ができました。私は熱烈に愛している人がいますが、その男性の友人は、私が最もつらいときにずっと支えてくれた人で、これから付き合っていこうと思いました。決して深い関係にはなれないよ、とその人に言ったので、てっきりその人は離れていくと思ったのですが、その人はとても優しい人で、かまわないよと言ってくれました。


 


この話をメールで友達にしたとたん、「付き合うの？それなのに連絡ほとんどないんでしょう？」と、わけのわからない、何が言いたいのかわからない返事が来ました。


 


私は連絡がほとんどないなどと言っていませんし、いっぱい連絡を取り合って依存する関係は求めていません。私は自立した女です。愛している人もちゃんといます。その男性の友人のことも大切です。


 


最初、愛しぬいている人がいるのに、男性の友人をつくっていいものか悩んでいたときは、その友達は「お互い結婚していないんだからいいんじゃない？」と言っていたのに。













    ストーカー
    実は、その友達のストーカーの相手は、もともと友達の不倫相手だったのです。


では、友達はなぜ私のメールにあの、突っ込んだ返信をしてきたのか・・・


 


付き合うのに連絡ほとんどないの？と。


探られてるなと思ったので、電話をしてみました。


正直にありのままを話しました。


 


体の接触は少しあったので、たぶん向こうも付き合うつもりでいると思う。でも、・・・


 


すると、友達は、ゾッとするほど冷たい声で、「その気持ちがわからないわ。傷つくのはマキのほうだよ！！」と言いました。


 


私は、「そんな人じゃない。私にも支えてくれたその人への優しい感情がある。ずっと独身で生きてきたから触れたりするのはいやされた。それに、その人はこれ以上のことはしないと言ったし、これから一切何もしなくてもいい？と言っても連絡くれた。勝手に決めないで。」


 


私は怖くなって電話を切りました。友達の口調はぞっとするほど冷たく、氷のようでした。













    女の人の恐ろしさ
    おそらく。「嫉妬」でしょう。これしかありません。女には同性への激しい嫉妬があるのですね。友達は仏さまではありませんでした。上辺だけの人でした。


 


私は男性の友人がいても、この友達のように、依存しません。ストーカーは依存です。心の奥底に深い愛を持っている人は、依存しなくても、精神で愛する人と結ばれるし、身近に支えてくれる温かい人ができます。


 


一人で強く生きてきた私に吹いてきた温かい風を、大切だった友達は踏みにじったので、私はこの友達を忘れることにしました。







